
I S S N  0 3 8 6 － 5 8 7 8 

土木研究所資料第 4169 号 

 
 
 

土 木 研 究 所 資 料 

 

歴史的大規模崩壊の実態 

 
 
 
 
 

 
 

 

平成 22 年５月 

独立行政法人土木研究所 

土砂管理研究グループ 

火山・土石流チーム 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright © (2010) by P.W.R.I. 

     All rights reserved.  No part of this book may be reproduced by any means, 

nor transmitted, nor translated into a machine language without the written 

permission of the Chief Executive of P.W.R.I. 

 この報告書は、独立行政法人土木研究所理事長の承認を得て刊行したも

のである。したがって、本報告書の全部又は一部の転載、複製は、独立行

政法人土木研究所理事長の文書による承認を得ずしてこれを行ってはなら

ない。 

 
 



土 木 研 究 所 資 料 

第 4169 号 2010 年５月 

 

土木研究所資料 

歴史的大規模崩壊の実態 

 

 

土砂管理研究グループ 火山・土石流チーム 上席研究員   田村圭司 

土砂管理研究グループ 火山・土石流チーム 主任研究員   内田太郎 

土砂管理研究グループ 火山・土石流チーム 研 究 員   武澤永純 

 

 

 

 

  
 なお、本資料に当たっては株式会社防災地理調査の今村隆正氏に、大規模崩壊の諸元や、災害の

実態等に関する貴重な資料をご提供頂きました。ここに記して謝意を表します。 

 
 
 
 
 
 
 

 

本資料は、本資料では論文、報告書、郷土資料、公的機関による公表値などを基に、

日本国内において、有史から現代までに発生した大規模崩壊事例について、発生誘因や

災害状況、崩壊地の規模等について整理し、カルテを作成した。 

キーワード：大規模崩壊、地震、降雨、火山、融雪、カルテ表 

要 旨 



歴史的大規模崩壊の実態 

 

目次 

１．はじめに 

２．カルテ表の記載要領 

３．歴史的大規模崩壊カルテ表 

 

歴史的大規模崩壊カルテ表 

 

No.1 池原   8 

No.2 三夜沢   10 

No.3 八ヶ岳   12 

No.4 石打   14 

No.5 富士山大沢  16 

No.6 矢澤山   18 

No.7 真那板山  20 

No.8 前山   22 

No.9 帰雲山   24 

No.10 三方崩山  26 

No.11 水沢上   28 

No.12 大棚入山  30 

No.13 鶴見岳   32 

No.14 飯谷山   34 

No.15 大平   36 

No.16 北海道駒ヶ岳  38 

No.17 三納   40 

No.18 町居   42 

No.19 葛老山   44  

No.20 山犬嶽   46 

No.21 所ヤブ   48 

No.22 津軽十二湖  50 

No.23 大谷崩れ  52 

No.24 白鳥山   54 

No.25 加奈木   56 

No.26 岩戸山   58 

No.27 渡島大島  60 

No.28 名立   62 

No.29 有間川   64 

No.30 小田島   66 

No.31 東吉尾   68 

No.32 トバタ崩れ  70 

No.33 久保高井  72 

No.34 音田   74 

No.35 眉山   76 

No.36 藤沢   78 

 1
2

 7



No.37 太田   80 

No.38 倉並   82 

No.39 岩倉山   84 

No.40 藤倉   86 

No.41 柳久保   88 

No.42 五十里   90 

No.43 川浦   92 

No.44 切明   94 

No.45 天水山   96 

No.46 有間   98 

No.47 鳶崩れ   100 

No.48 地蔵岳   102 

No.49 磐梯山   104 

No.50 外ヶ谷   106 

No.51 高尾山   108 

No.52 下柳瀬   110 

No.53 槇山   112 

No.54 ガラガラ沢  114 

No.55 保瀬   116 

No.56 高磯山   118 

No.57 ナンノ谷  120 

No.58 善知鳥川赤石台  122 

No.59 日向山   124 

No.60 半田山   126 

No.61 稗田山   128 

No.62 下堀沢   130 

No.63 大洞   132 

No.64 根府川駅背後  134 

No.65 玄倉   136 

No.66 風張山   138 

No.67 北浦   140 

No.68 大刈野   142 

No.69 金剛寺   144 

No.70 瀬谷(背の谷)  146 

No.71 美濃俣   148 

No.72 大西山   150 

No.73 胡桃   152 

No.74 徳山白谷  154 

No.75 根尾白谷  156 

No.76 新九郎山  158 

No.77 御岳（伝上）  160 

No.78 地附山   162 

No.79 濁沢   164 

No.80 祖父谷   166 

No.81 澄川   168 



No.82 東竹沢（十二平） 170 

No.83 寺野   172 

No.84 中潟町   174 

No.85 東竹沢（梶金）  176 

No.86 南平   178 

No.87 塩谷   180 

No.88 小栗山   182 

No.89 浦柄   184 

No.90 東吉谷   186 

No.91 岩沢   188 

No.92 別府田野川  190 

No.93 片井野川  192 

No.94 天神山   194 

No.95 島戸   196 

No.96 畑北   198 

No.97 槻之河内  200 

No.98 本郷   202 

No.99 荒砥沢ダム上流  204 

No.100 東栗駒山（ドゾウ沢） 206 

No.101 市野々原  208 

No.102 産女川   210 

No.103 湯浜   212 

No.104 沼倉裏沢  214 

No.105～129 十津川 25 事例 216 

 

参考文献   218 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．はじめに 

土砂災害の中でも、大規模な斜面が崩落する現象（以下、大規模崩壊と呼称）は多くの

犠牲者や甚大な被害を及ぼすため、大規模崩壊が発生する危険性の高い箇所を予め予測す

ることは、非常に重要である。このため、過去に発生した大規模崩壊の事例を整理し、素

因・誘因を分析することが有効な手法のひとつである。大規模崩壊の発生実態や災害の状

況は、様々な形式で収集・整理が行われ、調査・研究資料としてとりまとめられている例え

ば 1）～5）。しかし、各資料によって、大規模崩壊に関する情報が異なっており、統一的に整

理はなされていない。 
その理由として、大規模崩壊の条件が限定されており（例えば、地震起因の崩壊 5）、天然

ダムを発生させた崩壊 6）等）、編纂されている資料の着眼点が異なっていることが挙げられ

る。 
また、大規模崩壊は発生頻度が極めて低いことから、近年発生した事例だけではなく、

有史以来発生してきた事例を収集することで、大規模崩壊の発生実態をより精度良く評価

することができる。しかし、発生時期が過去になればなるほど、崩壊発生箇所や災害の状

況等詳細な情報が残っていないことが多いため、情報量が相対的に多い近年の事例との比

較が困難になる。そのためか、過去の事例を分析した調査・研究は、個々の１事例を丹念

に調べ上げた資料は多く見られる一方例えば 7）～10）、多数の事例を収集・整理し、かつ統一の

様式で整理された資料は見受けられない。 
そこで、本資料では、論文、報告書、郷土資料、公的機関による公表値などを基に、崩

壊土砂量が 1,000,000m3 以上とされる事例、及び土砂量が算出されていなくとも、崩壊地

の形状や堆積物などから 1,000,000 m3以上の規模と推定される事例を大規模崩壊と判断し、

事例を収集した。また、大規模崩壊の誘因、発生地域、発生年代は限定しないこととした。 
情報量が少ない過去の事例については、研究資料だけでなく、都道府県史、市町村誌等

郷土資料から情報を編纂し、最近の事例と並列に比較できうる項目を分析した 11）。これよ

り、崩壊発生箇所（特定できた事例については国土地理院 1/25,000 地形図上に崩壊地を図

示）や崩壊地の規模（最大幅・奥行）、災害状況（主に人的被害）等を整理した。これらの

事例については、情報をわかりやすく整理するために、各事例についてカルテを作成し、

とりまとめた。 
  



２．カルテ表の記載要領 

 

2-1 カルテの項目 

＜１枚目＞ 

カルテ番号：全事例の通し番号を記入した。 
名称(通称)：当該事例を指す通称を記入した。通称がないものについては、字・地名を基に

記入した。 
発生日時：西暦は 1582 年まではユリウス暦、それ以降はグレゴリオ暦による。和暦は明治

5 年の改暦以前は太陰暦を漢字表記で記入し、以降は太陽暦をアラビア数字で記入した。発

生時刻を 24 時間表記で記入し、不明のものは不明と記入した。また、地震を誘因とするも

ので崩壊発生時刻が不明のものは発震時刻を記入した。 
発生地点：大規模崩壊の末端から土砂堆積範囲を含む現行の行政区を記入した。市町村名

が平成の合併により変更されている場合、資料探索の用途を考え、合併前の市町村名を( )
内に併記した。 
1/25,000 地形図：大規模崩壊地全体が含まれる国土地理院発行の 1/25,000 地形図幅名を記

入した。※複数の図幅にまたがるものは全ての図幅名を記入した。※大規模な山体崩壊等、

1/25,000 地形図では表示しきれない一部の事例については、1/50,000 地形図を使用した。 
発生誘因：地震、降雨、火山、融雪、不明のいずれかを記入した。地震の場合は、地震名、

マグニチュード、地震のタイプ（直下型・海溝型）を記入した。※地震の出典は宇佐美 12）

による。降雨の場合は、台風名等を分る範囲で記入した。 
主な地質及び地形特性：御嶽崩れ以前の事例は、独立行政法人産業技術総合研究所ウェブ

サイトで公表する 1/200,000 地質図を基に、崩壊地周辺の主な地質（時代・地層名・構成岩

石）及び地形特性を記入した。大規模崩壊発生時の現地調査報告が比較的見られる 1984 年

御岳崩れ以降の事例は、当該大規模崩壊に限定した地質に関する記載があれば文献より記

入した。当該大規模崩壊に限定した記載が得られない場合、御嶽崩れ以前の事例と同様の

方法で記入した。 
被害状況：被害状況の記載欄を 3 つに区分し、崩壊の誘因となった災害全体の概況欄に災

害の概要を記入した。崩壊の誘因が不明の場合は、コメントを記入した。当該大規模崩壊

の土砂の直撃による被害と天然ダムの形成・決壊等の二次災害による被害を区分し記入し

た。 
文献：カルテに記入する際に引用･参考した文献および当該大規模崩壊に関する記載がある

都道府県史・市町村誌等を記入した。御嶽崩れ以前の事例については、郷土資料を中心に

選定した。ただし、郷土資料を適確に引用している文献がある場合は、それを選定した。 
位置：国土地理院の地図閲覧サービス（ウォッちず）を用い、大規模崩壊地のくくりの中

心付近の経緯度（世界測地系）を取得し記入した。国土地理院発行の 1/200,000 地勢図上に

地点を表記した。 



＜2 枚目＞ 
崩壊規模：大規模崩壊の発生時期が比較的古い場合は都道府県史・市町村誌等や調査文献、

比較的新しい場合は公共機関が公表している崩壊地判読結果を参考に、崩壊地の形状（以

下、くくりと呼称）を 1/25000 地形図上に記載した。しかし、事例によってはくくりや崩

壊地の位置を特定できないものもあった（表-1 において、“最大幅“”奥行“が表示されて

いない事例）。 
 
2-2 1/25,000 地形図のくくりについて 

御嶽崩れ以前の事例は、当該大規模崩壊の滑落崖を実線で記入し、崩壊地の最大幅およ

び奥行を下記に示す計測要領に従い計測した。 
 

崩壊幅(最大幅) 

 

崩壊地のくくりが開いている場合、滑落崖末端部の最大幅を計測 

 

 

崩壊地のくくりが閉じている場合、最大幅と判断する箇所を計測 

 

奥行 

 

滑落崖頭部と滑落崖末端部を結んだ水平距離を計測 

 

    

※崩壊地のくくりに十分な確証が得られない事例は、文献等を基に破線で記入した。 

 

2-3 その他 

歴史的大規模崩壊の収集に当たって、過去の事例（大規模崩壊発生時の現地調査報告が

比較的見られる 1984 年御嶽崩れ以前）については、崩壊発生箇所や崩壊によって引き起こ

された災害の実態が都道府県史・市町村誌等や調査文献等で明らかになった事例を対象と

した。その結果、本資料では 104 事例が収集され（表-1 参照）、その結果をカルテにまとめ

た（８頁以降）。 
1889 年 8 月の十津川災害における 25 事例は、多くの先行研究が手掛けられているもの

の例えば 6）、崩壊地毎の明確な被害状況や、はっきりとした崩壊地のくくりとその根拠が示さ

れた資料が存在しないため、崩壊地毎のカルテは作成していない(今回は巻末にまとめた)。
今後、崩壊地毎のカルテを作成するには、個別の事例について十分な検討が必要である。 



表-1 歴史的大規模崩壊事例（1/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 名 称 発生日（西暦） 発生日（和暦） 都道府県 誘因
最大幅
（ｍ）

奥行
（ｍ）

土砂直撃による
死者数（人）

天然ダム
有・なし

天然ダム決壊
による死者数（人）

1 池原 715.6.30 和銅八年五月二十五日 長野県 地震 中生代 堆積岩 730 820 不明 有 不明

2 三夜沢 818.8 or 9 弘仁九年七月 群馬県 地震 第四紀 火山岩 1,200 520 不明 なし -

3 八ヶ岳 887 8 22 仁和三年七月三十日 長野県 地震 第四紀 火山岩 - - 不明 有 多数

4 石打 1076 or 1176 承保三年または安元二年 新潟県 不明 新第三紀 火山岩 360 470 不明 有 不明

5 富士山大沢 1331.8.11 元弘元年七月七日 静岡県 地震 第四紀 火山岩 500 2,100 不明 なし -

6 矢澤山 1440.8 or 9 永享十二年八月 長野県 降雨 新第三紀 火山岩 - - 不明 有 不明

7 真那板山 500年前頃 室町時代頃 長野県 不明 古生代 堆積岩 1,100 1,200 不明 有 不明

8 前山 1586.1.16 天正十三年十一月二十七日 富山県 地震 新第三紀 火山岩 1,000 1,330 不明 有 不明

9 帰雲山 1586.1.18 天正十三年十一月二十九日 岐阜県 地震 中生代 火山岩 500 550 多数 有 不明

10 三方崩山 1586.1.18 天正十三年十一月二十九日 岐阜県 地震 古第三紀 火山岩 - - 不明 不明 -

11 水沢上 1586.1.18 天正十三年十一月二十九日 岐阜県 地震 第四紀 火山岩 720 420 多数 有 不明

12 大棚入山 1586.1.18 天正十三年十一月二十九日 長野県 地震 中生代 変成岩 650 950 不明 有 不明

13 鶴見岳 1596.9.1 慶長元年閏七月九日 大分県 地震 第四紀 火山岩 - - 不明 なし -

14 飯谷山 1611.9.27 慶長十六年八月二十一日 福島県 地震 新第三紀 火山岩 780 660 100以上 なし -

15 大平 1611.9.27 慶長十六年八月二十一日 福島県 地震 新第三紀 火山岩 - - 不明 有 不明

16 北海道駒ヶ岳 1640.7.31 寛永十七年六月十三日 北海道 火山 第四紀 火山岩 - - 700以上 有 不明

17 三納 1642.9.3 寛永十九年八月九日 宮崎県 降雨 新第三紀 堆積岩 340 340 不明 有 不明

18 町居 1662.6.16 寛文二年五月一日 滋賀県 地震 中生代 堆積岩 500 950 560 有 不明

19 葛老山 1683.10.20 天和三年九月一日 栃木県 地震 新第三紀 火山岩 470 470 不明 有 多数

20 山犬嶽 1701.9.20 元禄十四年八月十八日 徳島県 降雨 中生代 堆積岩 660 600 不明 不明 -

21 所ヤブ 1702.8 or 9 元禄十五年八月 愛媛県 不明 中生代 堆積岩 240 320 不明 有 不明

22 津軽十二湖 1704.5.27 宝永元年四月二十四日 青森県 地震 新第三紀 火山岩 - - 不明 有 不明

23 大谷崩れ 1707.10.28 宝永四年十月四日 静岡県 地震 古第三紀 堆積岩 1,340 1,480 不明 有 不明

24 白鳥山 1707.10.28 宝永四年十月四日 静岡県 地震 新第三紀 堆積岩 370 480 30 有 不明

25 加奈木 1707.10.28 宝永四年十月四日 高知県 地震 古第三紀 堆積岩 580 820 不明 なし -

26 岩戸山 1714.4.28 正徳四年三月十五日 長野県 地震 新第三紀 堆積岩 390 210 30 有 不明

27 渡島大島 1741.8.29 寛保元年七月十九日 北海道 火山 第四紀 火山岩 - - 1467 なし -

28 名立 1751.5.21 宝暦元年四月二十六日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 850 250 428 なし -

29 有間川 1751.5.21 宝暦元年四月二十六日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 - - 多数 なし -

30 小田島 1751.5.21 宝暦元年四月二十六日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 370 480 38 有 不明

31 東吉尾 1751.5.21 宝暦元年四月二十六日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 860 450 28 有 不明

32 トバタ崩れ 1757.6.24 宝暦七年五月八日 長野県 降雨 中生代 堆積岩 330 450 不明 有 0

33 久保高井 1788.8.27 天明八年七月二十六日 高知県 降雨 中生代 堆積岩 150 300 28 有 不明

34 音田 1790 寛政二年 愛媛県 降雨 中生代 堆積岩 230 150 不明 有 不明

35 眉山 1792.5.21 寛政四年四月一日 長崎県 地震 第四紀 火山岩 1,200 1,320 15000 なし -

36 藤沢 1847 5 8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 新第三紀 火山岩 - - 81 なし -

37 太田 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 新第三紀 火山岩 - - 50 なし -

38 倉並 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 新第三紀 堆積岩 620 500 60 なし -

39 岩倉山 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 新第三紀 堆積岩 750 1,400 85 有

40 藤倉 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 新第三紀 堆積岩 650 600 多数 有

41 柳久保 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 新第三紀 堆積岩 320 320 不明 有 0

42 五十里 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 新第三紀 堆積岩 - - 不明 有 0

43 川浦 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 新第三紀 堆積岩 300 450 不明 有 不明

44 切明 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 第四紀 火山岩 600 450 不明 有 0

45 天水山 1847.5.8 弘化四年三月二十四日 長野県 地震 第四紀 火山岩 400 600 不明 有 不明

46 有間 1854.12.24 安政元年十一月五日 高知県 地震 中生代 変成岩 560 400 不明 なし -

47 鳶崩れ 1858.4.9 安政五年二月二十六日 富山県 地震 第四紀 火山岩 1,200 1,340 36 有 140以上

48 地蔵岳 1858.8.30 安政五年七月二十二日 富山県 地震 古第三紀 深成岩 - - 不明 有 不明

49 磐梯山 1888.7.15 明治21年7月15日 福島県 火山 第四紀 火山岩 2,380 1,600 477 有 0

50 外ヶ谷 1889.7.24 明治22年7月24日 岐阜県 降雨 中生代 火山岩 350 700 不明 有 0

51 高尾山 1889.8.19 明治22年8月19日 和歌山県 降雨 古第三紀 堆積岩 500 530 不明 有 不明

52 下柳瀬 1889.8.19 明治22年8月19日 和歌山県 降雨 古第三紀 堆積岩 330 250 不明 有 83

53 槇山 1889.8.20 明治22年8月20日 和歌山県 降雨 中生代 堆積岩 420 660 不明 有 不明

54 ガラガラ沢 1891.6.16 明治24年6月16日 長野県 降雨 時代未詳 深成岩 350 440 不明 有 0

55 保瀬 1892.7.25 明治25年7月25日 徳島県 降雨 中生代 堆積岩 350 500 47 有 0

56 高磯山 1892.7.25 明治25年7月25日 徳島県 降雨 中生代 堆積岩 370 560 65 有 3

57 ナンノ谷 1895.8.5 明治28年8月5日 岐阜県 降雨 中生代 堆積岩 440 600 4 有 不明

58 善知鳥川赤石台 1896 8 31 明治29年8月31日 秋田県 地震 新第三紀 火山岩 300 400 不明 有 不明

59 日向山 1898.9.11 明治31年9月11日 山梨県 降雨 新第三紀 堆積岩 230 230 0 有 不明

60 半田山 1910.8.16 明治43年8月16日 福島県 降雨 新第三紀 火山岩 - - 不明 有 不明

61 稗田山 1911.8.8 明治44年8月8日 長野県 降雨 新第三紀 火山岩 2,200 600 23 有 不明

62 下堀沢 1915.6.6 大正4年6月6日 長野県 火山 第四紀 火山岩 370 670 不明 有 0

63 大洞 1923.9.1 大正12年9月1日 神奈川県 地震 第四紀 火山岩 300 630 289 なし -

64 根府川駅背後 1923.9.1 大正12年9月1日 神奈川県 地震 第四紀 火山岩 - - 180 なし -

65 玄倉 1923.9.1 大正12年9月1日 神奈川県 地震 新第三紀 火山岩 250 500 不明 不明 不明

66 風張山 1939.4.21 昭和14年4月21日 長野県 融雪 新第三紀 堆積岩 280 330 0 有 0

67 北浦 1939.5.1 昭和14年5月1日 秋田県 地震 第四紀 堆積岩 - - 3 なし -

68 大刈野 1943.9.18 昭和18年9月18日 大分県 降雨 中生代 堆積岩 300 350 不明 有 不明

69 金剛寺 1953.7.20 昭和28年7月20日 和歌山県 降雨 中生代 堆積岩 300 440 0 有 不明

70 瀬谷(背の谷) 1953.7.20 昭和28年7月20日 和歌山県 降雨 中生代 堆積岩 320 180 不明 有 不明

71 美濃俣 1959.4.24 昭和34年4月24日 福井県 不明 新第三紀 火山岩 400 280 不明 なし -

72 大西山 1961.6.29 昭和36年6月29日 長野県 降雨 中生代 変成岩 530 570 42 なし -

73 胡桃 1964.7.16 昭和39年7月16日 富山県 降雨 新第三紀 堆積岩 1,370 280 0 有 0

74 徳山白谷 1965.9.14 昭和40年9月14日 岐阜県 降雨 中生代 火山岩 250 220 0 有 0

75 根尾白谷 1965.9.15 昭和40年9月15日 岐阜県 降雨 中生代 堆積岩 200 200 0 なし -

76 新九郎山 1976 9 11 昭和51年9月11日 徳島県 降雨 古生代 堆積岩 300 180 0 なし -

 合せて100以上

主な地質



表-1 歴史的大規模崩壊事例（2/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 名 称 発生日（西暦） 発生日（和暦） 都道府県 誘因
最大幅
（ｍ）

奥行
（ｍ）

土砂直撃による
死者数（人）

天然ダム
有・なし

天然ダム決壊
による死者数（人）

77 御岳(伝上) 1984.9.14 昭和59年9月14日 長野県 地震 第四紀 火山岩 400 1170 15 有 0

78 地附山 1985.7.26 昭和60年7月26日 長野県 不明 新第三紀 火山岩 380 220 26 なし 0

79 濁沢 1993.6.4～5 平成5年6月4～5日 山形県 不明 第四紀 火山岩 290 230 0 有 0

80 祖父谷 1995.7.11 平成7年7月11日 富山県 降雨 中生代 花崗岩 620 530 0 有 0

81 澄川 1997.5.11 平成9年5月11日 秋田県 融雪 第四紀 火山岩 370 460 0 なし 0

82 東竹沢（十二平） 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 180 140 0 有 0

83 寺野 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 300 440 0 有 0

84 中潟町 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 250 550 0 なし 0

85 東竹沢（梶金） 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 550 400 0 有 0

86 南平 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 500 260 不明 有 0

87 塩谷 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 590 460 0 有 0

88 小栗山 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 1480 170 0 有 0

89 浦柄 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 370 610 0 なし 0

90 東吉谷 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 新第三紀 堆積岩 620 480 0 有 0

91 岩沢 2004.10.23 平成16年10月23日 新潟県 地震 第四紀 堆積岩 410 530 0 なし 0

92 別府田野川 2005.9.6 平成17年9月6日 宮崎県 降雨 古第三紀 堆積岩 170 300 0 なし 0

93 片井野川 2005.9.6 平成17年9月6日 宮崎県 降雨 古第三紀 堆積岩 280 520 0 なし 0

94 天神山 2005.9.6 平成17年9月6日 宮崎県 降雨 古第三紀 堆積岩 190 460 0 なし 0

95 島戸 2005.9.6 平成17年9月6日 宮崎県 降雨 中生代 堆積岩 340 410 0 有 0

96 畑北 2005.9.6 平成17年9月6日 宮崎県 降雨 中生代 堆積岩 230 300 0 なし 0

97 槻之河内 2005.9.6 平成17年9月6日 宮崎県 降雨 古第三紀 堆積岩 170 560 0 有 0

98 本郷 2005.9.6 平成17年9月6日 宮崎県 降雨 中生代 堆積岩 250 580 0 有 0

99 荒砥沢ダム上流 2008 6 14 平成20年6月14日 宮城県 地震 新第三紀 火山岩 900 1250 0 有 0

100 東栗駒山（ドゾウ沢） 2008.6.14 平成20年6月14日 宮城県 地震 第四紀 火山岩 300 180 7 なし 0

101 市野々原 2008.6.14 平成20年6月14日 岩手県 地震 新第三紀 火山岩 290 340 0 有 0

102 産女川 2008.6.14 平成20年6月14日 岩手県 地震 第四紀 火山岩 530 470 0 有 0

103 湯浜 2008.6.14 平成20年6月14日 宮城県 地震 第四紀 火山岩 300 310 1 有 0

104 沼倉裏沢 2008.6.14 平成20年6月14日 宮城県 地震 新第三紀 火山岩 460 270 0 有 0

主な地質



３．歴史的大規模崩壊カルテ表 

  
次頁以降に本資料で収集した大規模崩壊 104 事例を示す。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴史的大規模崩壊カルテ表 
 





  

＜崩壊規模について＞ 

寺岡・他(2006)に示された崩壊地を参考に、1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 730ｍ、奥行 820ｍ程である。

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：伊那和田）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 1,200ｍ、奥行 520ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：鼻毛石）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

崩壊規模について検討された既往調査もあるが、詳細な歴史資料調査や地質調査等により、確信を得たデータと

言えるものは今のところない。破線で示した範囲の一部または全て、あるいは更に大規模に崩壊した可能性もある

が、どれも現段階では決定的な研究成果には至っていない。 

 

 

（国土地理院 1/50,000 地形図：蓼科山） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図上で計測すると、最大幅 360ｍ、奥行 470ｍ程である。 

また、この崩壊跡地の北側の斜面にも古い崩壊跡地が確認され、石打の斜面では、数回に渡って崩壊が発生して

きたものと考えられる。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：越後湯沢）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

現在見られる大沢崩れは、一気に崩壊したものではなく、元弘地震などで徐々に崩壊が拡大していったものと考え

られる。現在の大沢崩れの規模は、富士砂防事務所のホームページによれば、「大沢崩れは富士山西斜面に位置

し、山頂直下から標高 2,200ｍ付近まで、延長 2.1km にわたり最大幅 500m、最大深さ 150m、崩壊面積 1km2、崩壊土

量約 7,500 万 m3(東京ドーム約 60 杯分)。」と公示されている。 

1/25,000 地形図からの計測でも、同様に計測される。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：富士山）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

鹿島川を堰止めたという記述からすれば、大規模な崩壊であったものと考えられる。しかし、現在見られる大規模な

崩壊跡地の全てが、1440 年に一気に崩壊したようには見えない。今後の追跡調査を課題とし、破線表示とした。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：大町）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 1,100ｍ、奥行 1,200ｍ程で、ほぼ同規模である。 

松本砂防事務所(2003)によれば、崩壊地の規模は、幅 1,200ｍ、奥行 1,200ｍ、落差 820ｍ、であり、5,000 万ｍ3もの

土砂が残存している、と記されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：雨飾山）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 1,000ｍ、奥行 1,330ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：城端，山田温泉）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 500ｍ、奥行 550ｍ程である。 

越美山系砂防工事事務所(1999)によれば、幅 500ｍ、崩壊土砂量 2,500 万ｍ3 と検討されている。 

また、この崩壊地の南側の斜面にも古い崩壊跡地とも考えられる地形が存在する。しかし、はっきりとした滑落崖の

形状がなく、斜面下部に堆積土砂もほとんど確認されないことから、天正地震より更に古い時代の崩壊跡地かもしれ

ない。今後の詳細調査が課題である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：平瀬）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

高鷲村史には、三方崩山が天正地震で崩壊した。という記述があるが、現在も大規模な崩壊跡地が数箇所で確認

され、天正地震(1586)で崩壊した斜面を特定することは困難である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：新岩間温泉）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 720ｍ、奥行 420ｍ程である。 

富士砂防事務所(2007)によれば、崩壊幅 700ｍ、崩壊深 100ｍ、比高 325ｍ、面積 70 万ｍ2、推定崩壊土砂量 7,000

万ｍ3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：飛騨大原）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 650ｍ、奥行 950ｍ程である。 

宍倉・他(2006)によれば、崩壊土砂量は、1,000 万ｍ3 を超えるものと検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：宮ノ越）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

大規模崩壊の発生そのものや発生位置にも疑問が残るが、今後の更なる追跡調査により判明する可能性もあり、

歴史的大規模崩壊事例として残すことにした。くくりは、土木研究所(1997)を参考とし、破線で表示するに留めた。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：別府西部） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

地元の伝承を基に、1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 780ｍ、奥行 660ｍ程である。 

飯谷山から北方へ続く斜面の、泥浮山や青坂にも大規模崩壊が発生したという説もあるが、地元にはそのような記

録や伝承はない。さらに、飯谷山の崩壊跡地と比べ、はっきりした痕跡がないことから、泥浮山や青坂では大規模崩

壊は発生しなかったものと考えられる。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：柳津）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

道路工事などで地形が改変されたためか、滑落崖全体(北側)がはっきり分らない。今後、地元伝承等の聞き込み

調査等を行い、それを基に写真判読をし直すことで明かに出来るかもしれない。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：加納，川入）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

大規模な山体崩壊である。崩壊範囲を特定する歴史資料がなく、崩壊地をくくるのは困難である。 

気象庁によれば、この噴火による噴出物量は約 29 億ｍ3 とされている。また、小田井(2003)には、泥流堆積物は、

約 2 億 5,000 万ｍ3 とされている。 

 

 

（国土地理院 1/50,000 地形図：駒ヶ岳）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 340ｍ、奥行 340ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：三納）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 500ｍ、奥行 950ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：北小松）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 470ｍ、奥行 470ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：五十里湖，川治）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 660ｍ、奥行 600ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：雲早山）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

遊子川郷土誌には、300 間(540ｍ)、幅 200 間(360ｍ)という記述があるが、現代の地形図から崩壊地を推定すると、

誇張された数字であるものと考えられる。 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 240ｍ、奥行 320ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：惣川）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

崩壊規模を明記した歴史資料は、今のところ発見されていない。 

十二湖を形成する規模の崩壊であれば、かなり大規模なものであったはずであるが、現況地形からは、当時の崩

壊地を明確にくくることは困難である。ここでは、現在見られる崩山の大規模な滑落崖を破線で示した。 

十二湖を形成した崩壊がこの時のものであったのか、どこがどの様に崩れたのか、再検討の余地がある。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：十二湖）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 1,340ｍ、奥行 1,480ｍ程である。 

富士砂防事務所(2007)によれば、崩壊幅 1,800ｍ、崩壊深 70ｍ、比高 1,100ｍ、崩壊面積 120 万ｍ2、推定崩壊土砂

量 1 億 2,000 万ｍ3 と検討されている。 

 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：梅ヶ島）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 370ｍ、奥行 480ｍ程である。 

富士砂防事務所(2007)によれば、崩壊幅 250ｍ、比高 500ｍ、推定崩壊土砂量 500 万ｍ3 と検討されている。 

本事例は、複数の既往研究があるが、崩壊地規模は、考え方の違いにより差異がある。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：富士宮）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 580ｍ、奥行 820ｍ程である。 

千木良(2000)によれば、加奈木崩れの堆積物は一度に形成されたものではなく、少なくとも初期崩壊による岩屑流

堆積物 360 万 m3 とその後の土石流堆積物 490 万 m3 からなる。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：入木）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 390ｍ、奥行 210ｍ程である。 

空中写真判読等から判断すれば、1714 年の地震で大きく崩れたのは下部ブロックであろう。また、岩戸山頂上付近

から成る上部の大規模な地すべりブロック（破線の部分）で何らかの異変があり、それをトリガーとして下部ブロックが

崩壊した可能性も考えられる。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：塩島）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

大規模な山体崩壊である。崩壊範囲を特定する歴史資料がなく、崩壊地をくくるのは困難である。 

佐竹・加藤(2001）は、数値地形データを用いて崩壊前の山体復元を行い、崩壊堆積物の体積を 2 億 4000 万ｍ3 と

見積もっている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：渡島大島）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 850ｍ、奥行 250ｍ程である。 

名立小泊村の庄屋、池垣右八が代官所へ提出した注進書には、「長さ十五六丁(1.6～1.9km)、高さ七十～八十丈

(200～230ｍ)、奥行き五六丁(550～660ｍ)程が崩れた。」と記されているが、かなり誇張されたものと考えられる。 

※江戸時代の災害は、年貢の関係から、誇張されて報告されることも多い。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：名立大町）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

大規模な地すべりである。すべり面の末端は海中であろう。1/25,000 地形図から推定すると、最大幅 1,000ｍ程は

あったものと考えられる。現在は、土地が改変されており、当時の地すべり地形を正確にくくることは出来ない。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：高田西部）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 370ｍ、奥行 480ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：名立大町）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 860ｍ、奥行 450ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：高田西部）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 330ｍ、奥行 450ｍ程である。 

松本市安曇資料館(2006)によれば、崩壊土量は約 150 万 m3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：梓湖）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 150ｍ、奥行 300ｍ程である。 

四国山地砂防事務所(2004)によれば、崩壊土砂量は約 220 万 m3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：久保沼井）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 230ｍ、奥行 150ｍ程である。 

崩壊土砂量は、四国山地砂防事務所(2004)によれば約 200 万 m3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：伊予川内）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 1,200ｍ、奥行 1,320ｍ程である。 

雲仙復興事務所(2003)によれば、崩壊土砂量は、3 億 2,500 万 m3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：島原）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

善光寺地震研究グループ(1999)によれば、埋積部分の延長 1,200ｍ、埋積部分の幅 200～500ｍ、崩壊土砂量 300

万ｍ3 と検討されている。 

空中写真や現地で確認すると、いくつかの地すべりブロックと崩壊地がある。当時の崩壊地は、ほぼ破線でくくった

範囲に含まれると考えられる。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：信濃中条）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

善光寺地震研究グループ(1999)によれば、埋積部分の延長 1,050ｍ、埋積部分の幅 250ｍ、崩壊土砂量 260 万ｍ3

と検討されている。 

崩壊地は、露岩した斜面が連なる破線でくくった範囲に含まれると考えられ、当時大きく崩壊したのは北側の最奥

部分であると考えられる。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：信濃中条）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 620ｍ、奥行 500ｍ程である。 

善光寺地震研究グループ(1999)によれば、堆積した土砂量は約 270 万ｍ3(長さ 650ｍ、平均幅 300ｍ、深さ 15ｍ)と

検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：信濃中条）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

崩壊地の規模は、幅 750ｍ、長さ 1,300ｍ、崩壊土砂量(上･下の合計)3,000 万ｍ3(善光寺地震研究グループ,1999)。

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅750ｍ、奥行1,400ｍ程であり、上記に近い数値となるが、実際には複数の

地すべりブロックが存在し、現在の地形からははっきりしない部分もある。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：信濃中条）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

崩壊地の規模は、幅 300ｍ、長さ 650ｍ、崩壊土砂量 200 万ｍ3(善光寺地震研究グループ,1999)。 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 650ｍ、奥行 600ｍ程である。上記は、西側半分のブロックの規模を指すも

のか。実際には複数の地すべりブロックが存在し、現在の地形からははっきりしない部分もある。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：信濃中条）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 320ｍ、奥行 320ｍ程である。 

善光寺地震研究グループ(1999)によれば、崩壊地の規模は、幅 350ｍ、長さ 900ｍ、崩壊土砂量 900 万ｍ3 と検討さ

れている。長さ 900ｍとは、滑落崖から移動土塊末端までの水平距離であろう。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：日名）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

善光寺地震研究グループ(1999)によれば、崩壊地の規模は、幅 150ｍ、長さ 800ｍ、崩壊土砂量 120 万ｍ3 と検討さ

れているが、対応するくくりがよく分らない。当時の崩壊地は、破線で示した範囲であると考えるが、はっきりとは分ら

ない。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：信濃中条）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 300ｍ、奥行 450ｍ程である。 

善光寺地震研究グループ(1999)によれば、崩壊地の規模は、幅 200ｍ、長さ 400ｍ、崩壊土砂量 200 万ｍ3 と検討さ

れている。幅 200ｍは、平均幅であろう。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：塩島）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 600ｍ、奥行 450ｍ程である。 

湯沢砂防工事事務所(2000)によれば、郷土資料等からの引用から、崩壊の規模を、長さ 500 間(約 900m)、幅 600

間(約 1,000m)と記載している。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：佐武流山，切明）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 400ｍ、奥行 600ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：松之山温泉）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 560ｍ、奥行 400ｍ程である。 

四国山地砂防事務所(2004)によれば、吉野川支流平石川上流部の有間では、安政南海地震により大崩壊（土量約

570 万 m3）が発生。標高 600ｍ付近の狭窄部から扇形を呈し、縦断面は 30 度と急斜面を形成している。崩壊斜面は

斜面長 600ｍ、幅 350ｍ、面積 21ha と非常に大規模である。 

上記の幅 350ｍは、平均幅を指しているものであろう。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：西石原）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から当時の崩壊地を推測すると、崩壊幅 1,200ｍ、奥行 1,340ｍ程であるが、その後何度も崩壊が

繰り返され、当時の崩壊地の範囲を正確にくくることは困難である。 

田畑･他(2002)によれば、崩壊土砂量は、1 億 1,400 万ｍ3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：立山）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

長さ 700 間(1,260ｍ)、横 300 間(540ｍ)にわたって崩れた。という歴史資料の記録があるが、一帯には崩壊地が多く

存在し、当時の崩壊斜面の特定は困難である。下図は、歴史資料(絵図)に描かれた位置関係から推定し破線でくくっ

たものである。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：黒部湖）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/50,000 地形図から計測すると、最大幅 2,380ｍ、奥行 1,600ｍ程である。 

大規模な山体崩壊である。大量の崩壊物質は岩屑なだれとなり北麓に流下した。 

 

 

（国土地理院 1/50,000 地形図：磐梯山）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 350ｍ、奥行 700ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：笠ヶ岳）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 500ｍ、奥行 530ｍ程である。 

明治大水害誌編集委員会(1989)によれば、崩壊の規模は 540ｍ×720m と記されているが、計測根拠は分らない。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：秋津川）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 330ｍ、奥行 250ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：西）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 420ｍ、奥行 660ｍ程である。 
明治大水害誌編集委員会(1989)によれば、崩壊の規模は 900ｍ×540ｍと記されているが、計測根拠は分らない。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：秋津川）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 350ｍ、奥行 440ｍ程である。 

松本砂防事務所(2003）によれば、土石流堆積物の量は、平均厚 50m、約 2,000 万 m3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：白馬町）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 350ｍ、奥行 500ｍ程である。 

四国山地砂防事務所(2004)によれば、土砂量約 200 万 m3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：小川口）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 370ｍ、奥行 560ｍ程である。 

四国山地砂防事務所(2004)によれば、土砂量約 400 万 m3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：長安口貯水池）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 440ｍ、奥行 600ｍ程である。 

富士砂防事務所(2007)によれば、崩壊幅 420ｍ、崩壊深 45ｍ、比高 450ｍ、崩壊面積 21 万ｍ2、推定崩壊土砂量

135 万ｍ3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：美濃川上）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 300ｍ、奥行 400ｍ程である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：真昼岳）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 230ｍ、奥行 230ｍ程である。 

富士砂防事務所(2007)によれば、崩壊幅 240ｍ、崩壊深 20ｍ、比高 330ｍ、崩壊面積 12 万ｍ2、推定崩壊土砂量

180 万ｍ3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：南部）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

古くから大規模崩壊の伝承がある地域であるが、歴史資料からも、地元への聞込み調査からも、崩壊現象や規模

を明確にすることは出来ない。地元への聞込み調査(はっきり分る人はいなかったが)を基に、明治年間の崩壊地であ

ると推測する箇所を破線で示したが、はっきりとは分らない。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：桑折，中茂庭）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、幅 2,200ｍ、長さ 600ｍである。 

松本砂防事務所(2003)によれば、崩壊の範囲は全長 30 町(約 3,270m)、幅 10 町(約 1,090m)、高さ 1000 尺(約 300m)

に及び、崩壊土砂は浦川の谷を埋め尽くした。また、町田(1967)によれば、土石流堆積物の総量を、1 億 5,000 万 m3

と算出している。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：雨中，白馬岳）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 370ｍ、奥行 670ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：焼岳）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 300ｍ、奥行 630ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：箱根）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

調査に当った東京帝国大学の松沢武雄は、地すべりは海岸から200ｍの山腹から海岸に沿って、幅400ｍに渡って

発生したと推定している。駅や周辺の住宅などを含めた地域全体の地盤がすべるように海岸に押し出したものと思わ

れる(武村,2009 より)。 

1/25,000 地形図に当時の崩壊範囲を推定し破線表示とした。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：小田原南部）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 250ｍ、奥行 500ｍ程である。 

土木研究所(1997)によれば、最大幅 250ｍ、土砂量 300 万ｍ3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：山北）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 280ｍ、奥行 330ｍである。 

当時(昭和14年4月22日)の信越新聞の記事によれば、幅150ｍ、長さ300ｍ、深さ60ｍと記載されている。また、

松本砂防事務所(2003)によれば、土砂量 650 万ｍ3 と検討されている。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：雨中，塩島）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

宇佐美(2003)や阿部真郎・他(2006)によれば、北浦町の海岸では約 1km の長さの土地が海に向かってすべった、 
とある。その後、土地が改変された様で、1/25,000 地形図から当時の崩壊地を正確にくくるのは困難である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：北浦）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 300ｍ、奥行 350ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：佩楯山）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 300ｍ、奥行 440ｍ程である。 

田畑・他,(2002)によれば、花園村金剛寺の東側に発生した大規模崩壊は、規模が最も大きく、高さ 200m、底辺

300m に及ぶ三角形の崩壊面ができた。崩壊発生前の原地形は丸味を帯び、太い尾根状で凸型の急斜面であった。

この原地形が凹状の下降斜面に変形している。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：梁瀬）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 320ｍ、奥行 180ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：梁瀬）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 400ｍ、奥行 280ｍ程である。 

福井県(1973)によれば、昭和 34 年の崩壊規模は、幅 750ｍ、長さ 500ｍ、面積 337ha と記されている。計測の根拠

は示されていないが、隣接する地すべりブロックを含めての数字であると思われる。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：宝慶寺）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

高さ約 450m、幅約 500m に渡って崩壊し、土砂量約 320 万 m3 (国土交通省中部地方整備局河川部ウェブサイト)。

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 530ｍ、奥行 570ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：信濃大河原）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

黒田･岡(1964)によれば、長辺の長さは約 1,300ｍ、短辺の長さは約 400ｍと検討されている。また、氷見市史編さん

委員会(1999)によれば、長さ 1,500ｍ、幅 500ｍと検討されている。以上の数字は、滑落崖から移動土塊末端までの規

模を指しているものと考えられる。 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 1,370ｍ、奥行 280ｍ程である(滑落崖をくくった数字)。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：能登二宮）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

富士砂防事務所(2007)によれば、崩壊幅 250ｍ、崩壊深 24ｍ、比高 200ｍ、崩壊面積 7.5 万ｍ2、推定崩壊土砂量

183 万ｍ3 と検討されている。 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 250ｍ、奥行 220ｍ程であり、ほぼ同様の規模として計測される。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：能郷）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、幅 200ｍ、奥行 200ｍ程である。 

越美山系砂防工事事務所(1999)によれば、この時の崩壊は、最奥部の幅約 400m の急崖全体にわたって発生した

のではなく、その東半分の幅約 200m が崩壊したものである。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：能郷）
 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 300ｍ、奥行 180ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：北川）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

多治見砂防国道事務所(2004)によれば、最大幅 430ｍ、奥行 1,300ｍ、崩壊土砂量 3,400 万ｍ3 と記されている。 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 400ｍ、奥行 1,170ｍであり、ほぼ同様規模である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：御嶽山）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

科学技術庁国立防災科学技術センター(1986)によれば、地すべりの崩壊源の規模は、幅約 350ｍ、長さ 280ｍ、最

大深約 60ｍ、平均深約 30ｍ、崩壊土量 250 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、科学技術庁国立防災科学技術センター(1986)に掲載された図面による。1/25,000 地形図から計

測すると、最大幅 380ｍ、奥行 220ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：若槻） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

森田・他(1995)によれば、地すべりの規模は、幅約 500ｍ、長さ約 700ｍ、移動土塊量 576 万ｍ3 と検討されている。

地すべりは大きく A、B、C の 3 ブロックに区分され、主要な変動は A ブロックの中で発生しており、その規模は幅 330

ｍ、長さ 430ｍ、平均すべり面深さ約 33m、土砂量 470 万ｍ3 と推定される。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、関口・佐藤(2003)に掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 290ｍ、奥

行 230ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：立谷沢） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 620ｍ、奥行 530ｍ程である。 

黒部河川事務所の公表資料には、土砂量 100 万ｍ3 程とある。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：欅平）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

秋田営林局（現東北森林管理局）の澄川地区土砂災害対策検討委員会の結果を踏まえた、小野・他(2006)によれ

ば、地すべりの規模は、幅 150～350ｍ、斜面長 650ｍ、すべり面深度 50～70ｍ、地すべり土塊量 600 万ｍ3 と検討さ

れている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、小野・他(2006)に掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 370ｍ、奥行

460ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：八幡平）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

湯沢砂防事務所(2004)によれば、幅 295ｍ、長さ 350ｍ、深さ 30ｍ、土量約 129 万ｍ3 と検討されている。本数値は

地すべり土塊の最大幅を幅とし、崩壊源頭部から地すべり土塊末端までを長さとして示されている。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 180ｍ、奥行 140ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：小平尾） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

湯沢砂防事務所(2004)によれば、幅 230ｍ、長さ 360ｍ、深さ 25ｍ、土量約 104 万ｍ3 と検討されている。本数値は

地すべり土塊の最大幅を幅とし、崩壊源頭部から地すべり土塊末端までを長さとして示されている。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 300ｍ、奥行 440ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：半蔵金）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土交通省(2004)の速報値によれば、幅 400ｍ、長さ 300ｍ、深さ 40ｍ、崩壊土量 240 万ｍ3 と検討されている。な

お、計測根拠は示されていない。災害復旧として林野庁の直轄地すべり事業が行われているが、崩壊規模に関する

詳細な資料はネット上では見つからない(中越森林管理署の資料では地区名が「妙見地区」となっている)。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 250ｍ、奥行 550ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：片貝） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土交通省(2004)の速報値によれば、幅 550ｍ、長さ 400ｍ、深さ 50ｍ、崩壊土量 550 万ｍ3 と検討されている。な

お、計測根拠は示されていない。災害復旧として新潟県の災害関連緊急地すべり対策事業が行われているが、崩壊

規模に関する詳細な資料はネット上では見つからない(新潟県の資料では地区名が「下之沢」となっている)。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 550ｍ、奥行 400ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：小平尾） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土交通省(2004)の速報値によれば、幅200m、長さ500m、深さ25m、崩壊土量125万m3と検討されている。なお、

計測根拠は示されていない。災害復旧として新潟県の災害関連緊急地すべり対策事業が行われているが、崩壊規模

に関する詳細な資料はネット上では見つからない(新潟県の資料では地区名が「南平池谷」となっている)。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 500ｍ、奥行 260ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：小平尾） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土交通省(2004)の速報値によれば、幅 450ｍ、長さ 550ｍ、深さ 45ｍ、崩壊土量約 557 万ｍ3 と検討されている。

なお、計測根拠は示されていない。災害復旧として新潟県の災害関連緊急地すべり対策事業が行われているが、崩

壊規模に関する詳細な資料はネット上では見つからない(新潟県の資料では地区名が「塩谷神沢川」となっている。こ

の他、各種災害調査報告では「大日山」と記載される場合もある)。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 590ｍ、奥行 460ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：小平尾） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土交通省(2004)の速報値によれば、幅 180ｍ、長さ 500ｍ、深さ 25ｍ、崩壊土量約 113 万ｍ3 と検討されている。

なお、計測根拠は示されていない。災害復旧として新潟県の災害関連緊急砂防事業が行われているが、崩壊規模に

関する詳細な資料はネット上では見つからない(新潟県の資料では地区名が「法師ヶ沢川」となっている)。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 1,480ｍ、奥行 170ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：片貝） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土交通省(2004)の速報値によれば、幅 250ｍ、長さ 500ｍ、深さ 35ｍ、崩壊土量約 219 万ｍ3 と検討されている。

なお、計測根拠は示されていない。災害復旧として林野庁の直轄地すべり事業が行われているが、崩壊規模に関す

る詳細な資料はネット上では見つからない(中越森林管理署の資料では地区名が「朝日地区」となっている。この他、

各種災害調査報告では「朝日山」と記載される場合もある)。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 370ｍ、奥行 610ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：小千谷） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土交通省(2004)の速報値によれば、幅 600ｍ、長さ 450ｍ、深さ 50ｍ、崩壊土量 675 万ｍ3 と検討されている。な

お、計測根拠は示されていない。災害復旧として新潟県の災害関連緊急砂防事業として河道部の対策工事が行われ

ている(新潟県の資料では地区名が「道見川」となっている)。また、宮里・他(2005)によれば、崩壊土量は 230 万ｍ3 と

検討されている。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 620ｍ、奥行 480ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：小千谷） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土交通省(2004)の速報値によれば、幅 300ｍ、長さ 500ｍ、深さ 40ｍ、崩壊土量 300 万ｍ3 と検討されている。な

お、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、新潟県中越地震復旧・復興 GIS プロジェクトに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測

すると、最大幅 410ｍ、奥行 530ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：岩沢） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

（社）砂防学会 2005 年九州地方土砂災害調査団(2006)によれば、土砂量約 119 万ｍ3 と検討されている。また、宮

崎県の鰐塚山山系土砂災害対策検討委員会(2006)によれば、本崩壊に関して数値シミュレーションで使用の崩壊土

砂量を約 72 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、鰐塚山山系土砂災害対策検討委員会(2006)に掲載された図面による。1/25,000 地形図から計

測すると、最大幅 170ｍ、奥行 300ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：築地原）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

高谷・鈴木(2007)によれば、幅 200ｍ、斜面長 300ｍ、推定深さは 5～30ｍ、崩壊土砂量 120 万ｍ3 と検討されてい

る。また、宮崎県の鰐塚山山系土砂災害対策検討委員会(2006)によれば、本崩壊に関して数値シミュレーションで使

用の崩壊土砂量を約 91 万 m3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、鰐塚山山系土砂災害対策検討委員会(2006)に掲載された図面による。1/25,000 地形図から計

測すると、最大幅 280ｍ、奥行 520ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：築地原） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

高谷・鈴木(2007)によれば、幅 300ｍ、斜面長 300ｍ、推定深さは 50ｍ、崩壊土砂量 600 万ｍ3 と検討されている。ま

た、宮崎県の鰐塚山山系土砂災害対策検討委員会(2006)によれば、施設配置計画の根拠として生産土砂量を算定し、

本崩壊地を含む境川流域全体の生産土砂量を約 147 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、鰐塚山山系土砂災害対策検討委員会(2006)に掲載された図面による。1/25,000 地形図から計

測すると、最大幅 190ｍ、奥行 460ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：高城） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

千木良(2006)によれば、斜面長 500ｍ、崩壊土量は 330 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていな

い。 

崩壊地のくくりは、千木良(2006)の斜め図および空中写真に基づき線引きした。1/25,000 地形図から計測すると、

最大幅 340ｍ、奥行 410ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：諸塚，清水岳） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

千木良(2006)によれば、斜面長 250ｍ、崩壊土量は 112.5 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていな

い。 

崩壊地のくくりは、千木良(2006)の斜め図および空中写真に基づき線引きした。1/25,000 地形図から計測すると、

最大幅 230ｍ、奥行 300ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：清水岳） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

高谷・鈴木(2007)によれば、幅 100ｍ、斜面長 700ｍ、推定深さは 20ｍ、崩壊土砂量 480 万ｍ3 と検討されている。

なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、高谷・鈴木(2007)に掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 170ｍ、奥

行 560ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：坂元） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

高谷・鈴木(2007)によれば、幅 300ｍ、斜面長 625ｍ、推定深さは 30ｍ、崩壊土砂量 630 万ｍ3 と検討されている。

なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、高谷・鈴木(2007)に掲載された図面による。1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 250ｍ、奥

行 580ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：日向大河内） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

林野庁東北森林管理局(2008)によれば、幅約 900ｍ、斜面長 1,300ｍ、面積約 98ha、すべり面の最大深度は 100ｍ

を超え、不安定土砂発生量は約 6,700 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、国土地理院の電子国土による情報集約マップに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計

測すると、最大幅 900ｍ、奥行 1,250ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：切留）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

国土地理院の速報値で崩壊土砂量は 150 万ｍ3 と公表され、多くの災害報告で引用されているが、大野・他(2008)

により次のように訂正されている。崩壊地上部の幅約 300ｍ、長さ約 100ｍの範囲は、厚さ 15～32ｍ程度の土塊、下

部の幅約 200ｍ、長さ 100m の範囲は、厚さ 5～25ｍの土塊が崩壊したと考えられ、崩壊本体の土砂量は最大 100 万

ｍ3 と検討されている。 

崩壊地のくくりは、国土地理院の電子国土による情報集約マップに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計

測すると、最大幅 300ｍ、奥行 180ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：栗駒山） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

岩手県・宮城県(2009)の国土交通省東北地方整備局調べの一覧表によれば、市野々原地区の崩壊土砂は、約

173 万ｍ3 と検討されている。また、林野庁東北森林管理局(2009)によれば、地すべりは 3 つのブロックからなり（上流

側から A ブロック、B ブロック、C ブロック）、このうち最大の A ブロックは幅 250ｍ、斜面長 430ｍ、すべり面深度 30ｍ、

不安定土砂発生量は 360 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、国土地理院の電子国土による情報集約マップに掲載された図面を空中写真(正射写真図)により

補正したものによる。1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 290ｍ、奥行 340ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：高檜能山，本寺） 





  

＜崩壊規模について＞ 

岩手県・宮城県(2009)の国土交通省東北地方整備局調べの一覧表によれば、産女川地区の崩壊土砂は、約 1,260

万ｍ3 と検討されている。また、林野庁東北森林管理局(2008)によれば、産女川上流の山腹荒廃および渓流荒廃の崩

壊面積より算定した不安定土砂量は 870 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、国土地理院の電子国土による情報集約マップに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計

測すると、最大幅 530ｍ、奥行 470ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：栗駒山）

 





  

＜崩壊規模について＞ 

岩手県・宮城県(2009)の国土交通省東北地方整備局調べの一覧表によれば、湯浜地区の崩壊土砂は、約 216 万

ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、国土地理院の電子国土による情報集約マップに掲載された図面による。1/25,000 地形図から計

測すると、最大幅 300ｍ、奥行 310ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：軍沢，切留） 

 





  

＜崩壊規模について＞ 

岩手県・宮城県(2009)の国土交通省東北地方整備局調べの一覧表によれば、沼倉裏沢地区の崩壊土砂は、約

119 万ｍ3 と検討されている。なお、計測根拠は示されていない。 

崩壊地のくくりは、国土地理院の電子国土による情報集約マップに掲載された図面を空中写真(正射写真図)により

補正したものによる。1/25,000 地形図から計測すると、最大幅 460ｍ、奥行 270ｍ程である。 

 

 

（国土地理院 1/25,000 地形図：切留） 



歴史的大規模崩壊事例カルテ-No.105-129 

名称（通称） 十津川災害 25 事例 

西 暦 1889 年 8 月 19-21 日 

和 暦 明治 22 年 8 月 19-21 日 発生日時 

時 刻 - 

県・郡 奈良県・吉野郡 

市町村 
天川村 十津川村 

五條市（大塔村）  

発生地点 

 

( ）：カッコ内は 

平成の合併前 
字・地名 - 

1/25,000 地形図 - 

発生誘因 降雨 

主な地質 

及び 

地形特性 

25 事例とも、中生代四万十帯堆積岩類
から構成される。 

 
位置 （ ° ′ ″N   ° ′ ″E） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国土地理院 1/200,000 地勢図：和歌山） 

＜この崩壊の誘因となった災害全体の概況＞ 

被害状況 

十津川流域では、明治 22 年(1889)8 月 19～20 日の台風の襲来によって 1000m 以上の集中
豪雨となった。このため、奈良県の新宮川(熊野川)上流の十津川全流域から、和歌山県の一部
日高川、富田川流域の上流部に大規模な崩壊が数多く発生し、各地で天然ダムが形成され、決
壊した。 

宇智吉野郡管内の被害は、縦・横 50 間(90m)以上の大規模な崩壊 1146 ヶ所、天然ダム 53 ヶ
所、死者 245 人、流失家屋 364 戸、全壊家屋 200 戸、半壊家屋 260 戸である。さらに和歌山県の
富田川流域を中心に、死者 1247 人、流出家屋 3675 戸、全壊家屋 1524 戸と、十津川流域を上回
る被害が出ている。 

特記事項 

十津川災害の 25 事例（No.105-129）については、宇智吉野郡役所が編纂した「吉野郡水災
誌」全 11 巻に残されており、本書の記述に基づく分析が多くの先行研究によって手掛けられてい
る。しかしながら、これまでの先行研究を全て踏まえた上で、崩壊地毎の明確な被害状況や、崩
壊地のくくりとその根拠を明確に示した整理は現在まで行われていない。そのため、崩壊地毎の
カルテを作成するには、個別の事例に関し十分な吟味を要する。 

ここでは、十津川災害による天然ダム形成事例に関してとりまとめた田畑･他(2002)「天然ダム
と災害」の 88-89 ページに示された一覧表より、移動土塊量が 106ｍ3以上の事例をカウントした。

文  献 田畑茂清・水山高久・井上公夫(2002)：天然ダムと災害，古今書院，88-89. 



  

＜崩壊規模について＞ 

田畑･他(2002)「天然ダムと災害」の 88-89 ページに示された一覧表より、移動土塊量が 106ｍ3 以上の事例を 

以下に示す。 

 

105 塩野新湖(移動土塊量：5.0×106ｍ3) 

106 辻堂新湖(移動土塊量：2.3×107ｍ3) 

107 宇井新湖(移動土塊量：1.6×106ｍ3) 

108 立里新湖(移動土塊量：5.4×106ｍ3) 

109 河原樋新湖(移動土塊量：2.6×107ｍ3) 

110 長殿新湖(移動土塊量：5.6×106ｍ3) 

111 旭新湖(移動土塊量：8.8×106ｍ3) 

112 林新湖(移動土塊量：3.7×106ｍ3) 

113 川津新湖(移動土塊量：3.6×107ｍ3) 

114 杉清新湖(移動土塊量：5.2×106ｍ3) 

115 五百瀬新湖(移動土塊量：1.5×106ｍ3) 

116 内野新湖(移動土塊量：3.6×106ｍ3) 

117 山天新湖(移動土塊量：1.3×106ｍ3) 

118 野広瀬新湖(移動土塊量：2.0×107ｍ3) 

119 風屋新湖(移動土塊量：2.5×106ｍ3) 

120 野尻新湖(移動土塊量：1.7×106ｍ3) 

121 小川新湖(移動土塊量：2.0×107ｍ3) 

122 山手新湖(移動土塊量：6.6×106ｍ3) 

123 柏渓新湖(移動土塊量：4.9×106ｍ3) 

124 無名新湖・上湯川(移動土塊量：3.4×106ｍ3) 

125 突合新湖(移動土塊量：1.4×106ｍ3) 

126 桂釜新湖(移動土塊量：1.5×106ｍ3) 

127 久保谷新湖(移動土塊量：4.4×106ｍ3) 

128 大畑瀞(移動土塊量：4.4×106ｍ3) 

129 重里新湖(移動土塊量：2.7×106ｍ3) 
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